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１２月２1 日（日）年末を迎え、恒例の「三世代交流餅つき」を行いました。 

今年も、ふるさと館をお借りして行いました。残念なことにこの日は朝から 

雨が降りましたが、１２月とは思えない高い気温で、寒さに凍えることも無 

くお餅をつき上げる事が出来ました。何よりありがたかったのは、雨天にもか 

かわらずこれまで以上の皆様にお手伝いいただきましたので、すべての作業が順調で丁寧に終える

ことが出来ました。それが一番でした。 

今回準備をしたもち米は、２7 ㎏程で１1 臼に分けてつき上げました。そのお餅はパックに詰め

て、ご高齢の皆さんを対象に配布させて頂きました。 

始まりは、三世代が交流しながらお餅をつく事で、地域の時代背景や年末にお餅をつく意味など

を後世に語り継ぐことを目的として行われてきました。そもそもお餅には、新しく命を再生させる

霊力があると古くから信じられていたため、お祝い事や特別な日に餅つきをするようになったと古

くから言われています。 

お餅つきの目的で言えば、新年を迎えるにあたり神様（歳神様）をお迎えするための大切 

な儀式。また、家族や地域の皆さんとの連帯感を高める機会。さらに、お餅を食べて新しい 

年の健康と幸せを祈願する。等々お餅つきで様々な明るい未来を創造しています。 

今回も、大勢の皆様にお手伝いいただきましたので、成果の残るお餅つきになりました。 

ご協力いただきました各自治会の皆さん、特に会長様にはご高齢の皆様への配布までお世 

話いただき、本当にありがとうございました。 

これからも、すべての皆様が幸せで、長～くご活躍出来る事を祈念したいと思います。 

迎えた新しい年が、皆様にとりまして、元気で健やかな一年となります様お祈り申し上げ 

ます。 

2026 年の干支は「午（うま）」年です。 

干支の中でも、馬は常に前進する動物で、後ろを振り返らずに前へと進むその姿は、夢に向かって

突き進む人の象徴であり前向きなエネルギー・成功・繁栄のシンボルとしてあがめられてきました。 

特に神社に奉納される「絵馬」は、もともと馬が神様の使いとされていたことに由来するそうで、

願いを馬に乗せて届けるという信仰から始まり、今でも多くの人々が初詣で絵馬を奉納しています。 

福を運び込み願いを届けられる良い年になればいいですね‼ 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

皆様、明けましておめでとうございます！ 

別子山公民館の小山でございます。 

皆様におかれましては、良いお正月を過ごされたことと存じま

す。昨年を振り返ってみますと、終わらないウクライナ戦争や

ガザ地区での惨劇、参院選後の政界再編、令和の米騒動、サッ

カー日本代表がブラジルを破る歴史的勝利などが思いだされ

ます。失われた 30 年を経験した数年前までの私は、円安と緩

やかなインフレを待ち望んでいましたが、実際に円安とインフ

レが進むと、食費や光熱費が想像以上の速さで上昇し、家計へ

の負担が目立つようになりました。いつまでこの上昇が続くの

かという気掛かりも増えましたが、それでも楽しく生活を送れ

ていることに感謝しております。その思いを胸に留めつつ、今

年も昨年に引き続き、心に大きな夢を描きながらも、自分で実

現できる小さな事柄を一歩一歩着実に足の裏の感触を確かめ

ながら、歩みを進めていく所存でございます。午年ですから速

度が早くなり忙しく映るかもしれませんが、皆様、何卒宜しく

御願い致します(おわり)  
 

 

移動図書館「青い鳥号」が、別子山地区にやってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

  １月は、22 日（木）に巡回します。 

別子小中学校 １３：００～１４：００ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

※その他分からないことは、図書館員に 

おたずねください。 

 
新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

新年明けましておめでとうござ 

います。 

本年も昨年同様よろしくお願いします。 

 今年の冬も昨年同様に昼間の直射日光では暖かさを感じる

気候です。皆様いかがお過ごしですか⁉ 

冬本番はいつになるのか心配ですが、12 月に入り北日本で

は毎日のように大雪が降り極寒の寒さとなっております。 

西日本では、比較的晴れの日が続き朝昼の寒暖差が激しい

状況が続いています。朝夕の寒さはしびれますが(・・? 
さて、一年の始まりとして、早々に文化の伝承活動から始

めて行こうと、準備を進めております。 

先ずは、地域で古くから作られてきた食文化“ようかん作

り”を地域の方に講師をお願いし、再現したいと考えており

ます。 

これからも、次世代に受け継ぎ残す活動は続けてまいりた

いと思いますので、ご協力をお願いいたします。 

新年を迎え、午年にちなんで縁起の良い言葉がございます。

「すべて“うま”くいく」物事が全てうまくいくようにと願

いを込めた語呂合わせです。これから寒さも本番を迎えます

が、身も心も、すべてを暖かくして苦手 

な寒さを“うま”く乗り切りたいと思い 

ます。皆様も無理をせずお身体には十分 

注意をしてお過ごし下さい。 

中学生と先生が、公民館庁舎の清掃奉仕活動を行って

くれました。今年２回目の清掃奉仕作業で、１度目は

11 月初旬の産業文化祭前に庁舎内部を重点的に清掃し

ていただき、おかげさまで文化祭を・きれいな状態・で

迎えることが出来ました。そして、今回は１２月２日の

非常に寒い中、水を使い、外回りを入念にこすりあげて

くれました。年末を前に、庁舎も“ほっこり”嬉しがっ

ているはずです。 

ありがとうございました。またお願いします。 

令和 5 年から始まりました、中学生との対話交流会「お

しゃべっし」が１２月１６日（火）開催されました。 

別子中学校の生徒さんの殆どは地域外からの入学生で

す。そんな事で３年間の学校生活を通して、この別子山

を第二の故郷と感じ、卒業後もこの地を大切にできる様

に成長してほしいと願い、始まったものです。 

地域の皆さんとの対話交流によって、お互いに名前で

呼び合える関係になり、さらに大切に思える関係づくり

を目指したいと始まったものです。 

館報で紹介するのは初めてですが、これまで私自身生

徒さんとの対話交流を通して繋がり、改めて再会した時

には、笑顔で気軽に挨拶が出来るようになっています。 

今回も生徒さんには、伸び伸びと学校生活を満喫して

ほしいと一層感じる事が出来ましたし、これからも「や

さしさ・思いやり・気づかい」を忘れず学校生活に励ん

でほしいと思いました。寒さに負けず、みんな頑張れ❕ 
また、次回が楽しみです。 


